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斜
位
の
篦
描
直
線
文
で
飾
る
。
胎
土
は

精
良
と
い
っ
て
よ
い
。

七

綾
塚
古
墳
（
国
指
定
史
跡
）

概

要

こ
の
古
墳
は
観
音
山

（
鹿
ケ
峰
）
か
ら
延

び
る
丘
陵
の
先
端
に
位
置
す
る
。
昭
和

五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）、
墳
丘
南
東

部
の
崖
面
崩
壊
に
伴
う
整
備
が
な
さ

れ
、
そ
の
際
に
墳
丘
測
量
調
査
が
行
わ

れ
た
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
に
は

宮
崎
大
学
・
勝
山
町
教
育
委
員
会
に
よ

り
石
室
実
測
が
行
わ
れ
た
。

墳

丘

山
側
部
分
を
馬
蹄
形

に
掘
っ
て
周
溝
と

し
、
そ
の
土
を
盛
り
上
げ
て
墳
丘
を
構

築
し
た
も
の
で
、
墳
丘
南
東
部
が
崩
れ

て
い
る
も
の
の
、
橘
塚
古
墳
に
比
べ
る

と
残
存
状
況
は
良
好
で
あ
る
。
周
溝
は

幅
一
五
㍍
、
深
さ
五
㍍
ほ
ど
の
規
模
で

掘
削
が
な
さ
れ
、
溝
底
で
も
幅
一
〇
㍍

を
測
る
。

図２―１３９ 綾塚古墳墳丘測量図（１／６００）
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図２―１４０ 綾塚古墳主体部実測図（１／１５０）
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0 2m

盛
土
部
分
は
東
西
方
向
で
三
〇
㍍
余
、
南
北
方
向
で
三
八
㍍
と
現
状
で

は
楕
円
形
に
近
い
形
状
で
あ
る
が
、
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
細

部
は
不
明
で
あ
る
。
石
室
床
面
か
ら
墳
頂
部
ま
で
の
高
さ
は
ほ
ぼ
一
〇
㍍

を
測
る
。
段
築
や
葺
石
・
埴
輪
も
確
認
で
き
て
い
な
い
。

主

体

部

橘
塚
古
墳
と
同
様
に
花
崗
岩
の
巨
石
を
用
い
て
構
築
さ

れ
た
複
室
構
造
の
横
穴
式
石
室
で
、
全
長
約
一
九
㍍
を

測
る
。
こ
れ
は
国
内
で
は
奈
良
県
見
瀬
丸
山
古
墳
・
福
岡
県
宮
地
嶽
古
墳

に
次
ぐ
規
模
で
あ
る
。
羨
道
入
口
付
近
の
東
側
に
一
字
一
石
塔
、
西
側
に

は
猿
田
彦
大
神
が
祀
ら
れ
、
羨
道
部
に
手
水
鉢
が
据
え
ら
れ
て
い
る
（
下

巻
七
編
第
二
節

石
造
物
参
照
）。

こ
れ
ら
の
石
造
物
に
は
羨
道
の
石
材
が
転
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、

開
口
部
付
近
に
一
部
積
み
直
し
た
痕
跡
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
本
来
の

石
室
全
長
は
現
状
と
は
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

羨
道
は
花
崗
岩
の
巨
石
を
重
箱
積
み
に
積
み
上
げ
て
構
築
し
て
い
る
。わら

一
部
の
天
井
石
を
花
崗
岩
の
円
柱
で
支
え
て
い
る
が
、
円
柱
下
部
に
「
藁

ざ座
」
と
よ
ば
れ
る
古
い
段
階
の
石
製
鳥
居
に
み
ら
れ
る
特
徴
が
確
認
で
き

る
こ
と
か
ら
鳥
居
の
脚
部
と
推
測
で
き
、
転
用
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
。「
延
宝
八
庚
申
年
（
一
六
八
〇
）
三
月
吉
祥
日
・
・
・
・
・
」
と
年

号
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
内
最
古
の
鳥
居
に
位
置
付
け
ら
れ
る

（
下
巻
七
編
第
二
節

石
造
物
参
照
）。

玄
室
奥
壁
に
並
行
し
て
刳
貫
式
家
型
石
棺
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
棺
身

は
外
寸
で
二
・
四
八
×
一
・
二
二
×
〇
・
八
三
㍍
、
棺
蓋
は
二
・
六
×

一
・
三
×
〇
・
五
二
㍍
を
測
り
、
長
辺
に
二
対
、
短
辺
に
一
対
の
縄
掛
突

起
を
作
出
す
る
。
石
材
は
蓋
・
身
と
も
デ
イ
サ
イ
ト
質
凝
灰
岩
と
み
ら

れ
、
粒
状
の
角
閃
石
が
ま
ば
ら
に
含
ま
れ
て
い
る
。
石
棺
の
蓋
の
形
態
は

奈
良
県
見
瀬
丸
山
古
墳
前
棺
や
奈
良
県
植
山
古
墳
例
に
類
似
し
て
い
る
。

こ
の
石
棺
は
京
築
地
方
で
唯
一
確
認
で
き
る
家
形
石
棺
で
あ
る
が
、
蓋
・

身
と
も
四
分
割
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
慶
長
年
間
細
川
忠
興
の
家
臣
、

加
々
山
隼
人
・
益
田
蔵
人
・
小
谷
文
右
衛
門
・
成
水
丹
後
等
の
数
人
が
石

棺
を
割
り
、
小
倉
に
運
ぼ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
数
々
の
災
害
が
起
き
た
の

で
中
止
し
て
元
に
戻
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
裏
付

図２―１４１ 綾塚古墳家形石棺実測図（１／４０）
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け
る
痕
跡
と
い
え
る
。

玄
室
内
に
は
土
師
器
灯
明
皿
片
の
他
、

碁
石
大
か
ら
小
指
大
の
表
面
が
平
滑
な
石

が
散
見
で
き
、
石
棺
内
に
も
確
認
で
き

る
。
石
棺
前
面
に
安
置
さ
れ
て
い
る
手
水

鉢
状
の
石
造
物
の
表
面
に
は
「
一
石
一
遍

題
目

一
万
遍

奉
法
楽

施

主

菅
検
校
家

小
倉
諸
頭
道

延
宝
七
己

未
三
月
吉
日
」
と
あ
り
、
大

正
時
代
に
発
表
さ
れ
た
梅
原
末
治
の
報
告

に
よ
れ
ば
石
棺
内
に
ま
だ
一
字
一
石
経
が

充
満
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
石
棺
を
含
む
玄
室
全
体
が
江
戸
時

代
に
は
一
字
一
石
経
塚
と
し
て
用
い
ら
れ

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
玄
室
内
か

ら
熈
寧
元
寶
（
一
〇
六
八
年
発
行
開
始
・

北
宋
銭
）
や
十
一
・
二
世
紀
頃
の
白
磁
片

が
出
土
し
、
開
口
時
期
特
定
の
参
考
資
料

と
い
え
る
。

な
お
、
昭
和
五
十
年
二
月
、
石
室
内
に

装
飾
が
あ
る
と
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
現
在
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。石

室
構
造
を
橘
塚
古
墳
と
比
較
し
て
み
る
と
、
橘
塚
は
羨
道
入
口
が
顕

著
に
ハ
の
字
形
に
開
き
、
主
軸
は
入
口
か
ら
玄
室
奥
壁
に
か
け
や
や
東
側

に
振
り
、
玄
室
は
前
室
の
天
井
の
高
さ
に
比
べ
若
干
高
く
、
側
壁
は
三
段

積
み
で
玄
室
平
面
プ
ラ
ン
は
長
方
形
を
呈
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
綾
塚
古

墳
は
羨
道
入
り
口
が
若
干
ハ
の
字
形
に
開
く
程
度
で
、
主
軸
は
入
口
か
ら

玄
室
奥
壁
ま
で
直
線
的
な
形
を
呈
す
る
。
玄
室
は
前
室
の
天
井
の
高
さ
と

ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
造
ら
れ
、
側
壁
は
二
段
積
み
で
、
玄
室
平
面
プ
ラ
ン
は

ほ
ぼ
正
方
形
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
か
ら
綾
塚
古
墳
は
橘
塚
古
墳
に
後

出
し
、
そ
の
築
造
年
代
は
七
世
紀
初
頭
ご
ろ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

橘
塚
・
綾
塚
古
墳
の
横
穴
式
石
室
の
規
模
を
国
内
の
大
規
模
石
室
墳
と

比
較
し
て
み
る
と
、
表
２
―
１４
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
か
ら
橘
塚
・
綾

塚
古
墳
の
石
室
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
中
枢
の
人
々
の
墓
所
と
推
定
さ
れ
る
古

墳
に
匹
敵
す
る
規
模
で
あ
る
事
が
分
か
る
。

以
前
は
鬱
蒼
と
し
た
森
で
あ
っ
た
墳
丘
は
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇

四
）
十
二
月
に
伐
採
を
行
っ
た
結
果
、
明
治
四
年
の
古
絵
図
に
描
か
れ
て

い
る
よ
う
に
墳
丘
の
形
が
明
確
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
往
時
を
偲

ば
せ
る
。

八

勝
山
古
墳
群

勝
山
神
社
が
位
置
す
る
丘
陵
上
に
は
低
墳
丘
の
古
墳
が
数
基
目
視
で
き

る
が
、
こ
こ
で
報
告
す
る
古
墳
群
は
そ
の
南
東
裾
に
位
置
す
る
。
神
社
鳥

表２―１４ 主要大型横穴式石室墳一覧

推定被葬者

欽明天皇・堅塩媛

蘇我馬子

小姉君（聖徳太子の祖母）、茨城・�城・
泥部穴穂部皇子（小姉君の子）

押坂彦人大兄皇子

胸形君徳善（天武天皇の妃、尼子姫の父）

石室全長（単位．m）

２８．４（国内最大）

１９．０８

１４．５

１７．２

２２（九州最大）

所在地

奈良県橿原市

奈良県明日香村

奈良県斑鳩町

奈良県広陵町

福岡県福津市

古墳名称

見瀬丸山古墳

石舞台古墳

藤ノ木古墳

牧野古墳

宮地嶽古墳
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